
（別紙３）

～ 令和7年　9月　30日

（対象者数） 15 （回答者数） 9

～ 令和7年　9月　30日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

関係機関や保護者様の希望を取り入れ個別指導に取り組む。

2

毎日の緻密なプランに沿って療育を行う。

3

自らの気持ちや、やりたいことを伝える手段として身につけ
言葉や会話に発展させて行く。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

庭遊びが出来るように環境を整えて行く。フェンスで囲む等
安心して遊べる場所を考えて行く。

2

町内の福祉施設が協力しイベントを開催することで交流を
生む。積極的に様々なイベントに参加し協力する。

3

現在　行われている　他事業所でのペアレントトレーニング
に積極的に保護者様と参加する。
また　ペアレントトレーニングを主催する事業所様に来所
頂き開催をする。

○事業所名 プルミエキッズ２nd

○保護者評価実施期間 令和7年　9月　15日

○保護者評価有効回答数

令和7年　9月　15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年　10月　31日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

ペアレントトレーニングが出来ていない。 ペアレントトレーニングを開催し家庭の対応力の向上を
図る。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

施設外での遊び場が安全面を考えると整っていない。 施設外の環境を整え、安全に遊べる場所を提供する。

他団体との交流があまり出来ていない。 町内で行われているイベントや福祉関係のイベントに
積極的に参加する。

キッズ、プルミエグループにおいてPT,OT,STの専門職が在籍
している。

専門職の指導を受け利用者様の療育を行っている。

活動内容を運動，制作，課題に分けている。 保護者様の要望の運動面ではトランポリン、バランスボール
バランスボード等を取り入れている。制作は療育に繋がる物を
題材としたり、四季折々の制作に取り組んでいる。

絵カードを取り入れた療育。ペクスによる伝達方法。
言語訓練を行っている。

文字、数字、物の名称等を絵カードにより学ぶことが
できる。言語聴覚士の指導による言語訓練を行う。
自発的なコミュニケーションの促進の為絵カードを使用する。

事業所における自己評価総括表公表


